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３月１日（土）シイタケのホダ木つくりイベ

ント「やってみよう！！しいたけつくり！」を

開催しました。 

 一般公募により応募のあった応募者と佐保台

小学校の放課後こども教室よりの応募者、さら

に当日の飛び入り参加もあり、幼児を含め２０

数名の子どもたちとその保護者および佐保台小

こども教室のコーディネーター等関係者を合わ

せ、総数４０名を超える参加者となりました。 

 午後からの雨が気になる一日の始まりでした

が、注意事項や今日のスケジュールを聞いた後、

子どもたちはちょっと大きめのヘルメットをか

ぶって、しいたけの菌打ち作業現場に向かいま

した。 

一人で持つのもやっとといった大きなホダ木

を持って行き、スタッフに電気ドリルで穴を空

けてもらうと自分で木を切って作った打ち込み

棒や木槌でしいたけの種菌をトントンとしっか

り埋め込みました。 

たくさんのシイタケができるのが楽しみです。 

ならやまで栽培された野菜がたくさん入った

美味しい豚汁と持参のおにぎりなどのお弁当を

食べた後、２組に分かれて里山散策をしながら、

山の中にあるホダ場のシイタケの観察と採取に

でかけました。 

 ニョキニョ

キと生えてい

るシイタケに

びっくり、「３

本だけ摘み取

っていいよ」の

リーダーの声

に、子どもたちは初めての体験をしました。 

 摘み取った

シイタケは分

けて、シイタケ

が生えた短く

て細い小さな

ミニホダ木と

一緒にお土産

として持って帰りました。 

 そのあとは里山でしかできない遊びです。 

 木の枝にぶら下がったロープでのブランコや

丸太渡り、ハシゴを使っての木のぼりなど。 

 いつもは静かな里山に子どもたちの元気な声

が聞こえる一日となりました。 

本年は Green Gift プロジェクトイベント（当

会主催・日本ＮＰＯセンンター共催・東京海上

日動火災㈱協賛）の第一弾として実施いたしま

した。（髙本 実男） 


